
1章 生物の多様性と共通性
2節 生物の共通性としての細胞



生物の基本単位

生物の体は、細胞でできている。
細胞・・・生物の体を作る基本単位。すべての細胞
は細胞膜に包まれた構造をもつ。

細胞の構造は
1つの細胞からなる単細胞生物
多数の細胞からなる多細胞生物 でも共通してみ

られる特徴である。



細胞の大き
さを考える

長さの単位



長さの単位

ｍ（メートル）が基本単位
１ｍ＝真空中で1秒間の299792458 分
の1の時間に光が進む行程の長さ。







生物の関するいろいろな大きさは次の
６種類を覚えておけばOK

1. 分解能 接近した2点を見分けることができる最小
の間隔
肉眼 0.1mm＝１００㎛
光学顕微鏡 0.1㎛＝１００nm

2. ゾウリムシ ２００㎛ 肉眼で見える
3. ヒトの卵 １４０㎛ 肉眼で見える
4. ふつうの体細胞 数十㎛ 肝細胞 ２０㎛
5. ヒトの赤血球 ７～８㎛
6. ふつうの細菌 数㎛ 大腸菌 ３㎛



細胞の多様性

真核生物
動物・菌類・植物、その他（ゾウリムシ、ミドリム
シなど）
核をもつ。ミトコンドリア、葉緑体などの
膜をもった細胞小器官をもつ。

原核生物
細菌(バクテリア）：大腸菌、乳酸菌、ユレモ、ネンジュモ

古細菌（アーキア）：メタン生成菌、超好熱菌



細胞の共通性
真核生物と原核生
物の共通性とは？



細胞の共通性
真核生物と原核生物の共通性とは？

１．細胞膜に包まれていること

２．DNA(デオキシリボ核酸）という物質を
もっていること



核の特徴

1. 核は二重膜からなる核膜に包まれている。

2. 内部にDNAからなる染色体を含む
3. 核小体という小さな粒状物質が１～数個ある。

核膜孔という物質
の出入り口がある。
穴が開いている

RNAとタンパク質
からなり、ｒRNA
の合成の場



ミトコンドリアの特徴



ミトコンドリアの特徴

1. 二重膜からなり、内膜はひ
だ状に突出

2. 独自のDNAを持ち、半自
律的に増殖する。

3. 呼吸により生命活動に必要
なエネルギーを取り出す。



葉緑体の特徴

1. 二重膜からなり、内部には扁平な袋
状の膜がある。

2. 独自のDNAを持ち、半自律的に
増殖する。

3. 光合成により、二酸化炭素と水から有
機物を合成する。



その他細胞小器官など
1. 細胞膜
細胞を包む膜。リン脂質とタンパク質からなる。
細胞内外への物質の出入りの調節

2. 液胞
細胞液で満たされており、成熟した植物細胞に顕著にみ
られる。アントシアンなどの色素を含んでいる。

3. 細胞壁
植物細胞や原核生物にみられ、植物の細胞壁はセルロー
スからなる。

4. 細胞質基質
細胞内を満たしている液体のもの。さまざまな酵素が含
まれている。



細胞に関する研究者
1. ロバート・フック 細胞の発見コルクを観察
2. レーウェン・フック（生きた細胞の観察）
3. シュライデン
植物の細胞説を提唱

4. シュワン
動物の細胞説を提唱

5. フィルヒョー
「すべての細胞は細胞から生じる」細胞説

6. ルスカ
電子顕微鏡の開発



単細胞生物（真核生物の）
ゾウリムシと ミドリムシを覚えよう
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